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概要 公務職場はいま、人員不足もあり長時間労働を強いられている人が多い。一般事務の職場では「36協定」

も締結されておらず、ワークルールが確立されていないという状況である。民間職場では、労働基準法をはじめ

とする労働法のルールに従うことを前提とし、細かい決まりについては企業が独自に定めた就業規則が適用され

ている。では、公務職場における労働基準法の適用や労働基準監督はどうなっているのか追求した。 

 

職場にセーフティーネットを 
― 労働基準監督権限を発揮させるために ― 

 

長崎県本部／長崎県職員連合労働組合 生越 義幸

1. 公務職場における労働基準法の適用 

（１)国家公務員の場合 
 一般職には原則、労働基準法は適用されない。ただし、「特定独立行政法人等の労働関係に関する法律」が適用

される職種（造幣局・印刷局・国立公文図書館の職員）は、原則として労働基準法などの労働法が適用される。 

 

（２)地方公務員の場合 
地方公務員は原則として、労働基準法及び労働安全衛生法などの労働基準関係法令が適用される。ただし、労働

基準法等の一部の規定については、職務の特殊性から、地方公務員の労働基準としてなじまないとしてその適用が

除外されている（地方公務員法第58条第3項）。また、地方公務員法第58条第5項の規定により、人事委員会は、職

員の勤務時間、休暇、休日、安全衛生管理体制、ボイラー等の機械設備等の管理が職場において適正になされてい

るかなどを調査・監督する、いわゆる労働基準監督機関としての役割を担っている。ただし、 民間の労働者に職

務内容が類似している事業に従事している職員については、民間の労働者の場合と同様に、労働基準法が適用され、

労働基準監督署等が労働基準監督機関となってる。 

＜職員の区分及び監督機関＞ 

職 員 の 区 分 監督機関 

非現業職員（労働基準法別表第1の11号、12号、別表第1に含まれない官公署の事業に従事する職員） 人事委員会 

現業職員（労働基準法別表第1の1号～10号、13号～15号の事業に従事する職員） 労働基準監督署 

単純労務職員 労働基準監督署 

企業職員 労働基準監督署 

 

 なお、「長崎県 令和6年度人事委員会年報」によれば、 

①人事委員会が職権を行使する事業所（１６９カ所） 

第１２号（教育、研究調査）：９９事業所 

   別表第一に該当しない官公署：７０事業所 

②長崎労働局及び労働基準監督署が職権を行使する事業所（２４事業所） 

   第３号（土木、建築）：４事業所 

   第７号（畜産、水産）：２事業所 

   第１３号（保健、衛生）：１８事業所 

である。 

人事委員会が直接職権を行使する事業所は上記の１６９事業所、そのうち1年間に調査（訪問）する職場は、こ

の間の交渉・協議では、人事委員会事務局は「2～3か所」と回答している。これで、本当に労働基準監督権限を有

し、セーフティーネットとしての機能を果たせるのか疑問が残る。 

 

 

【レポート】 

 

第41回地方自治研究全国集会

（ふくい自治研）



 

－ 2 － 

２.学校における「３６協定」の締結 

公務職場の一般職員に対しては、「公務のために臨時の必要がある場合」（労働基準法３３条３項）に該当すれ

ば、３６協定を締結することなく、時間外労働をさせることができるため、多くの自治体で恒常的に時間外労働を

させている実態がある。なお、別表第一以外の事業所で３６協定を締結した上での時間外労働が否定されているわ

けではない。 

 一方、別表第一の第１２号（教育・研究調査）に該当する多くの公立学校では、学校事務職員、栄養職員、用務

員が３６協定の対象でありながら、協定を締結しないまま時間外勤務が命じられてきた。 

 転機は２０１９年４月。「働き方改革関連法」が順次施行され、時間外労働の上限規制が導入されるのを前に、

文部科学省・各教育委員会はようやく重い腰を上げ、３６協定を締結することを求めていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを受けて、私たちは『学校における「３６協定」の締結にかかる要請書』をもとに県下全２１市町教育委員

会へのキャラバン要請行動を展開し、現在では、すべての学校で３６協定が締結されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.国会における質疑 

 ２０２１年３月２２日、参議院総務委員会で岸まきこ議員が「公務員の働き方改革」について質疑し、以下のや

りとりが行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働基準法第36条の規定に基づく時間外労働及び休日労働に関する協定について（通知） 

           （平成３１年２月１４日 教職員課長）

 労働基準法第３６条では、使用者（所属長）が労働者（職員）に法定労働時間（１日８時間、週４０時間）を

超えて時間外労働や休日労働をさせる場合には、使用者は、事前に当該事業所の労働者の過半数で組織する労

働組合又は労働者の過半数を代表する者と書面による協定（一般的に「３６協定」といいます。）を締結し、

これを労働基準監督機関に届け出る必要があります。 

 つきましては、別添（写）のとおり協定の締結について、趣旨をご理解のうえ、対応していただくようお願い

いたします。 

学校における「３６協定」の締結にかかる要請書 

 

（略）さて、教職員の長時間過密労働が社会問題としてクローズアップされ、文部科学省をはじめ「学校の

働き方改革」が進められています。長崎県人事委員会も２０１８年０月５日、「教育委員会においては、今後

も引き続き、県及び各市町の教育委員会が連携の上、教職員の働き方改革を推進する必要がある」と報告して

います。 

 そういう中、長崎県教育委員会は２月１４日、「労働基準法第３６条の規定に基づく時間外労働及び休日労

働に関する協定について」を通知しました。 

 つきましては、以下の事項について強く要請いたします。 

 

記 

 

１．「時間外労働及び休日労働に関する協定書」を早急に締結するよう、校長を指導すること。 

２．締結の当事者にかかる「過半数代表者」については、労働組合の組合員を優先すること。 

３．時間外労働や休日労働は、あくまでも臨時的なものとして必要最小限に限ること。 

４．休暇が取得できる環境づくりを実効あるものとするとともに、労働安全衛生体制を確立すること。 

（岸まきこ 参議院議員） 

次に、公務員の働き方改革です。 

 コロナの関係で国の国家公務員も大変な残業を強いられているというのはニュース等でもなっていますが、

自治体、地方公務員についても、同様に長時間労働が常態化している実態にあります。 

 この働き方改革というか、なぜ長時間になっているかというのは、やっぱり業務量に見合った職員数が配置さ

れていない、定数削減が一番の問題ではあるんですが、地方公務員の労働基準に関する制度面についても大き

く二つ問題があります。 
 一つ目は、労働基準監督機関の問題です。 
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４. 「３６協定」締結後の取り組み 

 すべての学校（事業所）で３６協定は締結されているものの、当初目標とした「学校におけるワークルールの確

立」がなされているのかとは程遠い状況である。そこで、西海市においては教育委員会への年度当初申入れや職場

要求、そして市長への政策・制度要求で改善を求めてきた。しかし、具体的な回答や改善がなされなかったことか

ら、２０２４年２月に文書で要望するに至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公務の場合、現業職員とか企業会計の職員は労基署の管轄になるので駆け込むことができるんですが、それ

以外の非現業職員の場合、大まかに言うと事務職ですね、市役所とか都道府県で働いている事務職の場合は、

都道府県は人事委員会があるのでそちらの方が第三者と、労働基準監督署となるんですけど、一般の市町村は

人事委員会を持っていませんので、そういったところには実は労働基準監督者がいることにはなっているんで

すが、機能していません。なぜかというと、行政組織の仕事の総責任者である首長がその労働基準監督者とな

るんです。任命権者イコール労働基準監督という、どちらも首長が担っているんです。それはやっぱりおかし

いですよね。チェック機能を果たせるわけがないんです。自分がその仕事をさせておきながら自分が取り締ま

る、それはおかしな話です。そういったことも問題としてあって、なかなかこの改善につながっていないとい

う問題があります。 

（政府参考人・山越伸子 公務員部長）  

お答えいたします。地方公務員の非現業職員に係る労働基準監督機関の職権につきましては、委員御指摘の

とおり、人事委員会が置かれていない団体では地方公共団体の長が行使することとされています。 

このことは、地方公共団体に複数の任命権者が存在する中で、地方公共団体の長が一任命権者としてではな

く、当該地方公共団体の職員の利益保護に当たる機関として、職員の勤務条件が法令の定めるところに従って

適正に維持されているかどうかを監視する責任を有するものであり、また職員の日常の勤務条件について最も

把握し、適切な措置を速やかに講ずることも可能であることによるものです。総務省といたしましては、人事

委員会を置かない地方公共団体については、地方公共団体の長に対しまして、長時間労働の抑制や安全衛生管

理等に関する労働基準監督機関としての役割を適切に果たすよう助言をしているところでございます。 
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回答について質したところ、西海市総務課長の回答は「もう少し待ってほしい」で回答を留保し続けた。そこで、

事あるごとに回答を求めたところ、２０２５年５月１４日付で下記の回答を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答内容を見ると、いみじくも現行制度における落とし穴に陥っている言える。人事委員会がない地方公共団体

では首長が労働基準監督権限を有するという認識がないのだろうと推察される。それは「当職は西海市立学校に対

する労働基準監督は有していません」との回答に如実にあらわれている。市費職員である学校用務員の労働基準監

督権限を有するのは、３６協定届を提出する労働基準監督署である。県費負担教職員である学校事務職員・学校栄

養職員の３６協定届は、教育委員会を経由して市長部局に提出されているにも関わらず、「現業職員だと思ってい

た」との発言は看過できない。 

 今後、以下の取り組みを追求していくことで、職場にセーフティーネットを確立することができると確信してい

る。 

 ① 現行制度の中で、当局の認識を高める。そのためには、３６協定を締結していない一般職員を含めて労働基

準監督権限が首長にあることの確認などを自治労全体で取り組む必要がある。そのことによって、権利の行使

者であることを自覚して、職場環境の改善につながる。 

 ② 労働基準監督権限を持つ首長への不服申し立て制度を確立する。 

 ③ 人事委員会の機能を持つ第三者機関を置く。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


